
作業部会（専門家委員会）について 

特別支援教育課 

１ 設置目的 

特に本県の特異的な状況（自閉症・情緒障がい特別支援学級在籍者数の増加、学年進行とともに特

別支援学級在籍者が増加）について、「子どもたちの学びにとってどうなのか」という視点から現状を

分析し、小・中学校でのインクルーシブ教育システム（連続した多様な学びの場）のあり方について

の提言をいただく。 

 

２ 委員構成   ・兵庫教育大学教授        樋口 一宗 氏 

・信州大学教育学部教授      永松 裕希 氏 

・埼玉大学教育学部教授      櫻井 康博 氏 

         ・オブザーバー 長野県市町村教育委員会連絡協議会  

小林 雅彦 氏（須坂市教育長）  

３ スケジュール 

時 期 連携協議会 専門家委員会 

平成 28 年度 

８月 

 

 

９月１日 

 

９月～10 月 

 

 

 

12 月頃 

 

12 月～３月 

 

 

 

 

・第１回 

 

 

 

・論点整理 

 

・第２回 

・骨子の確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29 年度 

４月～７月 

 

 

 

 

９月 

 

 

３月 

・各分野の検討 

 

 

・市町村教委へ

ヒアリング 

 

・原案の作成 

・パブリック 

コメント 

・計画策定 

 

 

 

○検討結果については、29 年度に検討する新たな「特別支援教育
推進計画」の原案に盛り込んでいく。 

【８月中旬まで 

 聞き取り】 

・長野県の現状を説明し、

各委員の受けとめや考え

る方向性について 

【８月中旬まで 

 聞き取り】 

・長野県の現状を説明し、

各委員の受けとめや考え

る方向性について 

【聞き取り】 
・本県の現状を説明し、各委員の受けとめや考える方向性
について 

 聞き取り】 

・長野県の現状を説明し、各委員の受けとめや考える方向

性について 

る方向性について 

 
【委員会開催】 

○長野県の実状を踏まえ、本県の子どもたちに合った小・中

学校でのインクルーシブ教育システムの検討 

連携協議会が依頼 
  現状分析と今後のインクルーシブ教育システムのあり方 

連携協議会へ検討状況の報告 
現状のとらえ、検討の経過・方向性 

 

【委員会開催】必要に応じて複数回開催 

○連携協議会の意見を受けて継続して検討 

 ・目標とするイメージの明確化 

 ・目標に向けてのステップ・必要な取組の具体化 
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